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特集テーマ「学習者の視点から学校音楽教育を考える」 

 

『音楽教育実践ジャーナル』vol.13 no.2（通巻26 

号，2016年３月発行）の刊行に向けて，下記の要領で

原稿を募集します。多数のご投稿をお待ちしています。 

 今回のテーマは「学習者の視点から学校音楽教育を

考える」です。ここで言う「学習者」は児童と生徒の

ことを指しており，「学校音楽教育」には音楽科の授

業だけでなく，総合的な学習の時間や特別活動，課外

活動における音楽活動も含まれます。 

子どもたちは，学校生活の中で音楽の授業や活動に

対して，何を感じ，何を考えているのでしょうか。こ

うした素朴な問いが，今回のテーマ設定のきっかけと

なっています。 

音楽科教育の重要性を主張するためには，まず学習

者である児童生徒たちの生の声を拾い上げることが必

要だと考えました。「授業は楽しい？」，「私の好き

な音楽はこれ！」，「評価されることは嫌？」，「こ

んな教科書があったらいいのに！」など，学習者の本

音を引き出すことにより，指導計画や授業を練り直す

視点が得られるのではないでしょうか。また，合唱コ

ンクールや音楽会に対する意見，部活動や家庭での音

楽体験，音楽的能力の実態などを知ることで，学校音

楽教育の意義や位置づけをとらえ直すきっかけが得ら

れるかもしれません。学習者の視点から学校音楽教育

の内実に迫り，学習者にとっての音楽活動の意味を明

らかにできればと考えています。 

 具体的な内容としては，次のようなものが想定され

ます。 

１．児童生徒を対象にした質問紙調査とその分析 

２．児童生徒による座談会の記録とその考察 

３．学校外の音楽活動に関する調査や考察，提案 

４．児童生徒の音楽的能力の実態調査 

５．児童生徒の視点から授業をつくる具体的な提案 

 

 

 

 

これらはあくまでも一例にすぎません。様々な工夫

を凝らして，学習者の視点から学校音楽教育を再考し

た原稿をお待ちしています。 

また，この特集に合わせて，2015年4月，小学生，

中学生，高校生を対象にアンケート調査を実施します。

併せて，周知とご協力をお願いします。なお，アンケ

ートのURLへは，学会ホームページ・トップ（http://

日本音楽教育学会.com/）よりお入りいただけるよう，

リンクを貼る予定です。 

【投稿時のお願い】 

・ 投稿の際には封筒に「ジャーナル特集投稿」と朱書

し，下記送付先にご郵送ください。 

    vol.13 no.2（通巻第26号）特集投稿送付先 

   〒184-8799 東京都小金井郵便局私書箱26 

  日本音楽教育学会事務局［編集担当］宛 

・【別紙１】投稿申込書と【別紙２】投稿者用チェック

リスト各１部（学会ホームページよりダウンロード

できます）を同封し，原稿４部をお送りください。 

・ お問い合わせ onkyoiku@remus.dti.ne.jp 

・ 論文，報告，提言など，種別の希望をお知らせくだ

さい。ただし，審議の結果，希望どおりにならない

場合もあります。 

・ 書式，字数等は学会ホームページの『音楽教育実践

ジャーナル』投稿規定および「投稿の手引き」，テ

ンプレートをご参照ください。図表，写真等も挿入

スペースを文字数に換算して字数に含めます。 

・ 原稿が届いたら事務局より受領通知をお送りして

います。万一10日以上経っても通知がない場合は，

お手数ですが事務局までご連絡ください。 

・掲載の採否については，編集委員会の開催日の関係

で，2015年 10月末日までに投稿者に連絡します。

審議の結果によっては，修正をお願いする場合もあ

ります。 

 

 
通巻第26号へのご投稿は， 

特集投稿・自由投稿とも，2015年8月15日（土）（必着）までにお願いします。 

 


